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今
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
実
施
致
し
ま
し

た
優
良
種
雄
牛
選
鉱
鵠
業
を
六
○
年

一
月
、
二
月
の
二
カ
月
間
に
わ
た
り

実
施
致
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
Ｒ
木
家
畜
改
良
事
業

団
が
優
良
種
雄
牛
を
選
抜
す
べ
く
行

う
事
業
で
、
特
に
雄
子
牛
に
つ
い
て

は
、
哺
育
か
ら
肥
育
ま
で
一
貫
飼
育

し
、
合
せ
て
産
肉
調
査
を
行
い
、
種

雄
牛
の
遺
伝
形
質
を
把
握
し
、
選
抜

対
象
の
基
礎
デ
ー
タ
と
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
娘
牛
は
一
括
農
業
開
発

公
社
が
購
入
し
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
で
初
産
検
定
終
ｒ
ま
で
飼
養
後
へ

〆

優良種雄牛
選抜事業の

しくみ

畜 改良 課家
ノ、

種
雄
牛
の
持
つ
遺
伝
能
〃
・
体
型
・

経
済
性
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

我
が
脚
の
乳
牛
改
良
に
適
し
た
種
雄

牛
の
選
抜
を
す
る
事
業
で
す
。

六
○
年
の
候
補
種
雄
牛
は
決
定
し

て
ま
せ
ん
が
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
回

（
事
業
の
仕
組
み
）

．
、
毎
年
一
月
・
二
Ⅱ
に
授
精
を
行

、
？
。

二
、
母
牛
対
象
牛
は
系
糎
以
上
の
登

録
牛
と
す
る
。

三
、
生
産
雄
子
牛
は
中
標
津
町
農
協

が
初
生
続
と
し
て
朧
入
し
、
肥
育

施
設
に
収
容
し
て
産
肉
能
力
調
査

を
行
う
。

四
、
購
入
価
格
に
つ
い
て
は
購
入
月

の
棚
場
と
す
る
。
但
し
哺
育
料
は

別
途
支
払
わ
れ
ま
す
。

五
、
桁
液
に
つ
い
て
は
一
頭
に
つ
き

三
本
無
償
と
な
り
ま
す
。

六
奨
励
措
置

イ
、
叶
牛
保
留
金
と
し
て
流
死
産

に
関
係
な
く
一
頭
当
り
一
万
円

支
払
わ
れ
ま
す
。

ロ
エ
牛
生
産
奨
励
金
と
し
て
雌

子
牛
が
化
産
さ
れ
た
場
合
一
万

円
○
雄
子
牛
が
生
産
さ
れ
た
場

合
瓦
千
円
と
な
り
ま
す
。

信罰

第
九
回
理
事
会

開
催
ｎ
日
十
月
十
一
日

附
鰹
蕩
所
農
協
篠
暴
一
議
王

書
業
〉

『
農
業
用
施
設
“
鑿
撞
旧
事
業
の

実
施
に
伴
う
指
名
入
札
参
加
業
者

の
批
正
に
つ
い
て

小
針
上
達
㈱
、
最
能
建
設
㈱
、

釧
根
開
発
蝿
㈱
秋
山
組
丸
茂

建
設
㈱
の
瓦
社
が
指
名
入
払
麥
茄

業
者
に
承
認
さ
れ
、
逮
疋
し
ま
し

た
。

第
十
回
理
事
《
云

開
催
ｎ
日
十
月
三
１
日

開
僻
礁
所
農
燃
仮
昌
答
議
室

議
素
〉

『
昭
和
五
十
八
年
雄
共
計
澱
粉
の

精
算
に
つ
い
て

共
計
追
加
支
払
額

一
袋
当
り
一
三
五
円

工
場
班
待
戻
し
額

会
の

一
ｂ
【
卓
坤
０
牢

一
袋
当
り
二
一
一
一
一
円

共
計
参
加
最
終
佃
裕

一
袋
当
り
一
一
一
、
八
九
八
円

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

二
、
家
畜
人
工
授
精
業
務
取
り
扱
い

要
領
（
案
）
に
つ
い
て

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

二
、
中
標
津
町
農
協
輸
入
精
液
取
り

扱
い
要
領
（
案
）
に
つ
い
て

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

四
、
不
良
債
権
の
貸
倒
償
却
に
つ
い

て

へ
衆
‐
度
の
総
会
に
お
い
て
、
諮

ら
れ
た
貸
倒
償
却
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
、
原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し

た
。

五
、
昭
和
五
十
九
年
度
九
月
末
収
支

予
算
統
制
計
画
に
つ
い
て

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

六
，
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
後
継
者
が
あ
り
、
経

営
委
譲
を
行
っ
て
い
る
事
で
承
認

さ
れ
、
原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
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経
一
過則虫

ざ『昼飯

討
す
る
と
言
工
事
で
協
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

｜
｜
、
公
割
禦
寓
畜
産
基
地
建
設
箒
畿
お

実
施
希
望
者
に
つ
い
て

個
々
に
つ
い
て
は
各
々
協
議
し

な
が
ら
実
施
す
る
京
に
な
り
ま
し

た
。

一
二
、
職
員
の
定
年
延
長
に
つ
い
て

定
年
延
長
実
施
に
関
す
る
協
定

書
｛
案
）
の
字
句
を
十
分
検
討
し
、

職
組
と
の
話
し
合
い
を
再
度
待
ち

協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

四
、
地
区
別
懇
談
会
の
経
過
と
意
見

の
検
討
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
協
議
が
な
さ
れ
た
が

特
に
農
連
の
泰
務
同
移
転
の
件
・

坐
隊
縦
者
の
結
婚
問
題
・
サ
シ
バ
エ

の
対
策
・
農
機
具
の
部
品
価
格
調

侮
等
に
つ
い
て
対
応
す
る
こ
と
布

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
上
地
処
分
の
今
後
の
取
り
進
め

に
つ
い
て

た
こ

〈
協
議
事
項
〉

｜
、
組
勘
取
引
の
中
間
協
議
の
経
過

に
つ
い
て

中
間
協
議
組
合
員
に
つ
い
て
十

二
月
中
に
本
年
の
償
還
計
画
と
来

生
命
塵
の
祷
屡
計
両
署
建
て
郷
捧
爆
極
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フ
ロ
ッ
ク
倉
庫
は
処
分
し
、
倍

用
地
を
返
戻
し
、
残
り
跡
地
に
つ
い

て
は
代
替
地
が
見
つ
か
る
ま
で
そ

の
ま
ま
置
く
幕
に
な
り
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

『
昭
和
五
十
九
年
度
澱
粉
工
場
の

操
業
状
況
に
つ
い
て

．
》
、
昭
和
五
十
几
年
度
一
日
貯
金
の

実
績
報
告
と
抽
選
に
つ
い
て

一
二
貯
金
者
海
外
（
中
国
）
旅
行
の
実

施
に
つ
い
て

四
、
九
月
末
財
務
の
状
況
に
つ
い
て

五
、
今
年
度
上
期
の
生
乳
販
売
実
績

と
下
期
の
計
阿
生
産
に
つ
い
て

六
、
税
制
故
・
止
に
よ
る
記
帳
制
度
等

に
つ
い
て

七
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
の

ｒ
事
落
札
に
つ
い
て

八
、
乳
用
牛
群
総
合
改
良
推
進
事
業

、

に
つ
い
て

九
、
購
買
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て

十
、
昭
和
五
十
九
年
産
て
ん
菜
錘
寸
の

価
格
決
定
に
つ
い
て

卜
『
道
常
例
検
査
の
実
施
結
果
に

つ
い
て

十
二
、
事
務
所
の
増
築
設
計
に
つ
い

て

4さてしずででととい柵今
瀧頂、のきもしこがて標年燕
にき米でな、かろでは而も光
あた年、か計しときまに、の
ついへ今つliIii、忠、ずさそ異
てと向イＦた述そいホまさの蜥

負幽鯏,'1？ギビ飛欝＄
tlIま，汁艇あ進う。‐秋オＬ例か

iMi寸哩篭無§jiiiⅢi鰯
みま樹分,M｣、こ祝いえ作をま
のたて反いとの－」るにいつ
傾乳し筒まか’'１たこお，}`（た

Ｅ３盧侭、
記録をもとにした分析と

それに基づく実行計画の樹立を！
ｒ
Ｌ
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ア
メ
リ
カ
。
カ
ナ
ダ

酪
農
人
工
授
精
視
察

研
修
に
参
加
し
て
⑫

…
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…
…
 

（
坐
別
号
よ
り
つ
つ
〃
、
）

曰
人
エ
授
精
所
（
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー
）

揖
鍔
宗
研
修

Ａ
Ｂ
Ｓ
、
セ
レ
ク
ト
サ
イ
ア
１
、

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ト
の
一
｝
一
授
精
所
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｂ
Ｓ
で
は
、
Ｓ

Ｗ
Ｄ
バ
リ
ア
ン
ト
と
銅
而
う
蒋
牛
が
い

ま
す
が
、
そ
の
姿
は
兇
る
こ
と
が
川

止
企
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

牛
は
Ａ
Ｂ
Ｓ
で
は
初
め
て
土
搾
に
服

さ
れ
、
析
碑
が
建
て
ら
れ
て
あ
り
ま

し
た
。
現
在
、
人
気
極
雄
牛
と
し
て

は
パ
リ
ア
ン
ト
、
リ
ー
ド
・
フ
ィ
ル

ド
・
ゴ
ロ
ン
パ
ス
、
ラ
イ
ム
ホ
ロ
ー
・

エ
レ
ペ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ス
、
ツ
ィ

ン
・
ラ
ウ
ン
・
エ
レ
ペ
ー
シ
ョ
ン
・

ジ
ィ
｜
イ
ソ
ン
な
ど
だ
そ
う
で
、
パ
リ

ア
ン
ト
の
人
気
の
高
い
の
は
、
光
に

も
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
の
凪
牛
が
現

在
、
締
逢
牛
・
称
定
済
へ
向
わ
せ
て
、

八
十
江
頭
も
繋
養
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
こ
の
授
精
所
の
総
繋

義
顛
救
六
ｍ
五
十
麺
、
内
》
検
定
済
而

血
十
頭
で
す
。

セ
レ
ク
ト
サ
ィ
ア
ー
で
は
汎
在
の

繋
養
数
八
百
噸
、
内
憾
鰹
疋
済
六
－
八

蚊
、
年
間
約
行
孔
卜
頭
購
買
し
、
検

定
に
か
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
う
ち
人
気
極
雄
牛
は
マ
ー
シ
・

フ
ィ
ル
ド
・
エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ト
’
’

１
．
カ
ー
リ
ン
エ
ム
・
ア
イ
パ
ン
ホ

ー
ベ
ル
な
ど
で
、
こ
の
二
頭
も
含
め

た
卜
頭
の
ス
ー
パ
ー
サ
ン
プ
ラ
ー
が

繋
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ナ
ィ
テ
ッ
ド
で
は
今
、
の
セ
ン

ト
ラ
ル
シ
ョ
ー
未
経
産
の
部
で
、
抜

群
の
強
さ
を
兄
せ
た
ヒ
ル
ト
ヅ
パ

１
・
ウ
ワ
ー
デ
ン
が
繋
養
さ
れ
、
そ

の
ほ
か
の
人
気
牛
と
し
て
は
、
グ
リ

ン
リ
ッ
ジ
サ
イ
タ
マ
ッ
ト
、
プ
ラ
ィ

ド
ン
・
ア
ス
ト
ロ
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
が

お
り
ま
し
た
。
現
在
の
繋
養
総
数
は

一
両
頭
内
ニ
ト
頭
が
検
定
済
で
し

た
。

屡雲則

、
Ｊ

一一

藤
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柿でよ、よし｜几’七|ご‐て’更’事
雄、つニリて７「ピナの述精ナで
''二こて下述ぃＩＭＩア１１鵜,満卵’し

を企のとた嵩’1（が九
削縊ｉ1,Ｌこもうが゛以て
みの祭ろうとあり上Ｌ１
ｆｌｉあ研も少こるＨがる
ｌｌｉる修あしろたＩ今と
と槐にｌ），群かめも１１１［の
い察おましい、稀のこ
た肝いし〈〈兄め｜ﾘＬと
し峰てた兄ってて察で
ま仁は‘）’111か米、のし

市：,,:ﾄで：僻Wllli迄
Ｅ蝿隠11Ｍ手

の
成
繊
（
後
代
検
定
州
業
）
に
も
仙
わ
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’ 昭
和
五
十
几
年
の
所
得
税
法
改
疋

に
よ
り
次
の
様
な
新
し
い
制
度
が
川

米
ま
し
だ
。

記
帳
制
度
・
記
録
保
存
制
度
・
収

支
内
訳
書
添
付
制
度
・
総
収
入
金
額

報
告
制
度
で
あ
り
記
帳
制
度
に
つ
い

て
は
事
業
所
得
金
額
霧
業
所
得
・

不
動
産
所
得
、
山
林
所
麺
ご
合
計
金

額
が
一
一
一
百
万
円
を
超
え
る
人
は
収
入

、
仙
腸
脱
怯
が
変
わ
り
詞
Ⅱ
囿
川
）

馬読書言炎義。

ばれいしょ品種改良の話

特性検定試験②
根釧農試村上紀夫

根
育
・
根
系
番
号
を
付
与
し
た
有

望
系
統
は
、
用
途
別
に
次
の
よ
う
な

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

で
ん
粉
原
料
用
向
き
は
、
で
ん
粉

の
粒
子
の
大
き
さ
お
よ
び
分
布
・
白

度
・
糊
化
開
始
温
度
・
最
高
粘
度
お

よ
び
最
高
粘
度
到
達
温
度
な
ど
を
調

べ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
で
ん
粉

工
場
の
早
期
操
業
に
合
わ
せ
て
、
八

月
下
旬
か
ら
定
期
的
に
当
場
ま
た
は

ホ
ク
レ
ン
腱
業
総
合
研
究
所
に
依
頼

し
て
行
い
ま
す
。
粒
子
が
大
き
く
て

揃
っ
て
い
る
品
種
は
災
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

次
に
、
加
工
食
品
用
向
き
は
、
フ

旦幽而牌鼬鍬
、超訴．「｢１分Ｉ帳らや
かえ業ＬＩをののな必

ヒズ騏灘臘蝿
脅使蝋籔Ⅷ!ii鐺
て昭金たは申はっ記
い和額昭昭行、て録
ま六が和和金昭いし
す－|‐二五八額和まな

。脇Ｍ２曹辛ｒＭ

炭戻司、

レ
ン
チ
フ
ラ
ィ
と
チ
ッ
プ
の
適
性
に

つ
い
て
調
べ
ま
す
。
フ
レ
ン
チ
フ
ラ

ィ
は
材
料
を
一
セ
ン
チ
角
に
縦
切
り

し
、
》
阿
○
と
一
七
五
度
℃
の
サ
ラ

ダ
油
で
一
一
度
揚
げ
し
ま
す
。
そ
し
て

製
品
の
色
、
乾
湿
・
肉
質
・
味
・
香

り
お
よ
び
黒
変
な
〆
掌
と
調
べ
ま
す
。

良
い
品
種
と
は
掲
変
お
よ
び
黒
変
が

少
な
く
、
兄
た
め
の
災
い
、
美
味
し

い
製
品
が
で
糞
息
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
｜
方
、
チ
Ⅳ
ブ
は
材
料
を
ス

ラ
ィ
サ
ー
で
薄
切
り
し
た
も
の
を
一

七
五
度
℃
の
サ
ラ
ダ
油
で
揚
げ
ま

す
。
良
い
品
種
と
は
褐
変
が
少
な
く

美
し
く
、
エ
場
の
製
品
歩
止
ま
り
の

そ
め
他
記
帳
し
た
帳
簿
や
書
類
の

保
存
を
も
五
年
間
必
要
と
さ
れ
ま

す
。こ
う
し
た
税
制
改
正
に
伴
い
中
標

津
町
農
協
税
対
策
委
員
会
で
は
過
日

委
員
会
を
開
催
し
記
帳
制
度
に
闇
す

る
制
度
や
帳
簿
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
記
帳
対
象
老
の
１
告
に
支

障
の
な
い
よ
う
、
後
日
記
帳
簿
の
様

式
と
記
帳
方
法
に
つ
い
て
講
習
会
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
”

｜
股
に
、
禍
変
は
低
温
貯
蔵
条
件
で

鵬
く
、
高
温
条
件
で
淡
く
な
り
ま
す

が
、
そ
の
程
度
は
品
種
に
よ
っ
て
異

っ
て
い
ま
す
。
当
場
で
は
冬
期
間
．
．

～
阿
度
℃
に
な
る
貯
蔵
庫
に
置
き
、

そ
の
後
ニ
レ
－
度
℃
に
約
一
一
一
週
間
加
温

処
理
し
た
後
、
適
性
試
験
に
供
試
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
他
の
食
用
向
き
で

は
、
サ
ラ
ダ
用
、
シ
チ
ュ
ー
・
識
物

用
、
蒸
煮
用
な
ど
の
利
用
法
が
あ
り

ま
す
か
、
当
場
で
は
こ
れ
ら
の
適
性

を
水
煮
試
験
で
評
価
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
煮
し
た
後
肉
質
・
黒

;”鰯鰯””鰯物”鰯鰯””鰯”ii”””’'2””鰯鰯””鰯物”鰯鰯””鰯”！!'”2１

マイクロハ[スカご

新し〈なりました。
侭、’2”ｚ$”””i”””””””””””””鰯鰯””！

五
十
二
年
よ
り

組
合
員
の
研
修
・

慰
労
に
活
躍
し
て

き
ま
し
た
一
一
十
九

人
乗
り
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
替
り
、
先

日
、
イ
ス
ズ
・
ジ

ャ
ー
ニ
１
号
（
四

十
二
人
乗
り
）
が

農
協
に
到
着
し
ま

し
た
。

早
速
、
澱
粉
工

変
・
煮
く
ず
れ
．
固
さ
・
舌
ざ
わ

り
、
甘
味
お
よ
び
香
り
な
ど
を
調

べ
ま
す
。
｜
般
に
、
調
理
鈷
質
は

貯
蔵
条
件
（
柵
度
・
光
・
期
間
な

ど
）
に
よ
っ
て
も
差
が
他
じ
る
の

で
、
供
試
材
料
は
一
定
の
条
件
に

し
て
お
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
有
望
系
統
は

用
途
別
の
適
性
試
験
を
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
ま
す
。
そ
し
て
、
不
適
性

な
系
統
は
い
く
ら
収
量
性
で
優
っ

て
い
て
も
品
種
に
な
る
見
込
み
は

な
い
の
で
す
同

農
脇
で
は
．

様
に
し
て

お
り
ま
す

の
で
打

効
に
活
用

さ
れ
ま
す

よ
う
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

場
の
切
上
げ
に
利
Ⅲ
さ
れ
ま
し
た
か

農
協
で
は
、
利
用
魂
程
も
前
車
と
同
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田園閏四国今
年
も
残
り
少
な
く
な
り
、
柾
Ⅱ

が
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
な
っ
て
詮
曇

し
た
。
〈
１
年
一
年
間
の
我
が
家
の
樺

あ
し
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

家
族
の
健
康
は
、
家
計
は
…
…
。
家

族
み
ん
な
が
満
趾
し
て
過
せ
た
か
ど

、
〆

生活の記録を

まとめてみましょう

北根室地区農業改良普及所
’ 

Ｌ 

●〈と族なら’1二を｜割まる我たう
家家つめがどずま活まのなばこが生か

鰄澱裸,#餓羅畑纈'iii'副；
は：;１K鱸納撫篠量ゼ緋艀
`i{鰯“ギイ憧耀：鮎鴻貴ｌｉ１ｉ
閖嚇ii1〈,L艀ご寵糾削瑚
iii：：i濁蝿Ｅ・淵鰡貴縦
卵魂(ﾐ鰯('將舟鱸誉鱗噌

家計簿のまとめ

例の衣類の鱗入ひかえ

儲，iij仰,ｉｎｉｒ献な苔｜′
「「サマーセーター2.9001111,1

千

又スカート司`｣o(’ラールー

ｈコートⅡ,600総典つき

っＯｃ…..…．ｎｒ‐fil1l]合iil
２１.OOOlU 

［P￣ｈ 

「
１

私･に

>･ 戸､「

nｉｉｒｌ あｌｌｌ｝↓な○○Ｏるどりとをけわ稀

灘醗i1瀞かかの間あ、に

;iiゼゼ篭：雷ii;盤繊
家てど衣るの各かの入けん帳れ

：'11繍煙
計み多ｉｌｉＨか中賀

fl勲繊ＦＨ

例官！○○子の教育費

;:佼撒言司~蕊識ﾃﾃｰＦ７言の他)】１１

１．２（ 

Ｉｉｌ 

iiIIjl}ｉ 

ｂｌｉ１ｌｆ 

ｏＣ 

ｍ 
塵、￣.

２１$(l()[Ill 

lO.()11(） 

授蕊ﾄﾞ１７，[)OI〕ｌＩＩｌｌ

ｌＪＥ」￣ヨロロ．

i1bIj-l 
U 

字
吋
⑪

Ｕ
ら
３

[1膳M〕_ｏ(〕{１５[).00〔Ｉ門≦
ＩＩＵＵ 

で
一
冊
多
か
っ
た
磯
Ⅱ
と
か
、
川
纐
』

の
あ
り
そ
う
な
も
の
を
と
り
川
し
て

巾
味
を
よ
く
調
べ
て
み
る
鰈
の
方
法

も
あ
り
ま
す
。
と
も
す
る
と
金
額
の

多
少
だ
け
を
見
て
し
ま
い
ま
す
が
、

家
計
識
は
内
容
を
よ
く
み
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
実
際
に
使

っ
た
も
の
を
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、

ど
こ
に
無
理
が
あ
り
、
ど
こ
に
無
駄

が
あ
っ
た
か
‘
か
よ
く
兄
え
て
き
ま

す
９

●
生
活
記
録
の
ま
と
め

生活記録の種類

例、今年の行事予定表 例②我が家のでき二゜と

’ 
－ 

ＩＩｌＩｉ－なで：if4Ii 
Ｐ －Ｆ 

－ 1１わが家鰯

丘因

Ｌ ｌｉｏｏＩ１ｋ人
２１．母誕'ＦＩｌｌ弓

式

Ⅱ 

n丸'1．絵なピ

例③行事(客車)のひかえ
－－ 

ｔＩｉｌＭｉｌヅ秤さま 綴献灯

｣'１噸|;':ⅡⅢ
ｺﾞﾛ！ 

Ⅱ
記
や
家
計
挙
糊
の
巾
か
ら
伽
Ⅱ
の

化
析
メ
モ
を
抜
き
川
し
た
り
、
記
録

の
ま
と
め
を
史
に
一
冊
⑪
ノ
ー
ト
に

ま
し
｜
め
て
尺
雄
午
の
我
が
家
の
く
ら

し
」
藤
と
し
て
保
存
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
積
み
龍
ね
て
我

が
家
の
．
年
史
、
．
（
Ｃ
ｆ
史
の
よ

う
な
も
の
を
作
る
の
６
－
方
法
で

す
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
子
供
の
幼
方
く

い
頃
の
出
来
ご
と
や
、
家
計
に
あ
ら

わ
れ
た
さ
利
ま
ざ
ま
の
忘
れ
か
け
て
い

た
こ
と
を
思
い
Ⅲ
さ
せ
、
家
族
の
い

プ供・係

ihLiIWlう

合ｉｌｌＴ人

ｔＹ 

１ｎ.(jOOlI 

へ-胤父腱奥Ｍ:飯．やきjX1 ﾛ 

刺身、蕊〆

茶わんむし.illの6'Ifi〉（

Ｒ＝抑

冤
の
世
川
服

５８ 
⑪ 

Ｈ１ 
■ 

ｌ:： 

物ＤＣ廠

1＄･llOOl】！l1MllLiiR物

兇 物・おかＬkIllI癖Ｉ）介せ

5.(10011 とりIlhIから紛叶

月やけ

二
Ｌ
打

野鰻

OOOlIlX5人､、、.｡…‐. ４
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め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
怖

勢
の
中
で
、
独
活
を
卜
藍
坦
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
計
画
性
の
あ
る
惟
活

態
度
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
先
ず

我
が
家
の
化
活
の
実
態
を
よ
く
知
り

そ
れ
を
も
と
に
し
て
次
の
計
阿
を
た

て
実
行
に
移
し
て
い
く
、
記
録
の
ま

と
め
は
そ
の
上
で
も
大
変
重
要
な
こ

と
で
す
。

家庭菜園の記録 こ
い
の
ひ
と
時
に
茶
の
間
の
瓶
廻
に

な
っ
て
く
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

●
家
庭
菜
園
の
記
録

家
庭
菜
間
に
は
、
姉
年
数
多
く
の

野
菜
を
つ
く
る
の
で
す
か
ら
、
ど
こ

に
何
を
播
い
た
の
か
忘
れ
な
い
う
ち

に
作
付
脚
を
瀞
い
て
お
く
し
｜
、
甥
年

の
作
付
計
阿
を
た
て
た
り
、
輪
作
を

暇
え
る
の
に
役
立
ち
ま
す
（

内
瓜
本
Ｐ
、

人
窪

Ｘ。

'’25ｃ 
トン水

し、＝

‘ＬＡＯ 
【ｙ
孔.

胸
鮪
斗
韓

技’
’二卜

Iii-亭
ｌト

ZDI塚ＩGI小

ハ
ウ
ス
侭
Ｉ
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姪
う
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卍
Ｆ
、
唾

ア
ス
バ

イ
チ
ゴ
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灘蝿撚鞠
#鱗璽鰯：ｉｉｉ騨耀
しの志で変にれ検。つやでし上を供仁を衣つllK

のき’ｉｉ６やルま飼・絵のイのにノノどえｌＬｌｔ蝉のリニ風なり
臭頂雅と臭（て草のニサ分特給な例瓜彩も②分た

＃lIliii嬢ｒ騰講蝋纈羅鰐鰯＆蕊ｉＨ
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、ｌけ室る′卜し・かを’す低はにｌ酸ずつ科十とで

チ
ー
ズ
の
あ
い
し
き
は

原
料
乳
に
よ
っ
て
決
ま
る
＃

卍毎$ｈ

雪
印
乳
業
㈱
中
標
津
ェ
場
徳
永
隆

すの食は枠ついつま製

撚i騨臓;鱗灘駆ili
F辮繊鍵熱職：
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鈩刀ｈ

’ 

灘難灘$；
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合理化澱粉工場の操業終る！
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中
標
津
町
で
は
中
標
津
・
計
根

別
両
農
協
や
関
係
機
関
、
学
識
経
験

巷
な
ど
に
よ
り
、
農
業
後
継
者
対
策

推
進
協
議
会
を
組
織
し
て
お
り
ま
す

が
、
十
一
月
二
十
一
日
に
は
当
農
協

の
推
進
員
と
相
談
員
に
よ
る
農
業
後

継
者
結
婚
対
策
会
議
か
開
か
れ
た
鰯

そ
の
中
で
、
お
嫁
さ
ん
や
お
婿
さ

ん
を
見
つ
け
る
上
で
の
苫
労
話
や
農

協
へ
の
注
文
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
良
き
伴
侶
を
見
つ
け
る
に
は
親

も
適
齢
昔
も
現
実
を
真
剣
に
捉
え
、

そ
し
て
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
の
よ

う
で
す
。

ま
》
面
親
側
で
す
が
、
相
手
と
直

接
交
渉
し
て
は
失
敗
が
多
い
の
で
仲

介
者
を
通
す
の
が
よ
い
よ
う
で
す
。

ま
た
本
人
と
し
て
は
接
触
す
る
機

会
を
多
く
待
つ
た
め
に
、
早
い
う
ち

か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
や
各
種
会
合
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
の
よ
う
で
す
。

農
協
と
し
て
も
、
予
算
付
け
に
配

慮
し
、
資
料
収
集
・
広
報
な
ど
前
向 蕊

勺!〃き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
推
進
委
員
、
・
州
談
委
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

推
進
委
員
佐
藤
末
美
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新婚さん

い
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俵橋高台

舟橋信一〈ん(24才）
直枝さん(23才）

候踊

’一Ⅱ１Ⅱ中標津町寿宴ウ鵬を考えるようになったとの》
エ
デ
ィ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
て
、
佐
藤
一
孔
こ
と
で
す
。

冊
様
御
犬
変
の
媒
灼
に
よ
り
、
舟
橘
直
枝
さ
ん
は
揃
校
卒
業
後
、
桁
》

信
一
洲
と
而
枝
さ
ん
の
納
幡
枇
賀
〈
筌
銀
中
標
津
支
勝
に
勤
め
て
お
ら
れ
》

ま
し
た
が
、
余
暇
を
利
Ⅲ
し
て
、
》

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
人
は
小
学
校
・
中
学
校
と
同
じ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ス
キ
ー
を
架
し
〈

端舎にⅢい、共に顔児知りだつみたいと締しておられまし》
た
訳
で
す
か
、
中
》
》
聾
貯
業
後
、
し
ば
噂

ら
く
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
よ
う
で
一
方
、
儒
一
満
は
農
協
青
年
部
》

の
役
且
と
し
て
活
発
に
禰
動
し
て
》

・す。二
人
が
交
際
を
始
め
る
き
っ
か
け
い
ま
す
が
、
絲
鴬
方
針
と
し
て
、
》

と
な
っ
た
の
は
信
一
紺
が
問
校
を
午
現
状
⑪
経
常
薙
溌
の
巾
で
個
体
乳
》

業
し
一
一
年
ほ
ど
た
っ
た
あ
る
時
、
小
敬
の
向
上
を
追
求
し
て
い
き
た
い
》

さ
い
時
か
ら
気
に
な
る
存
在
だ
っ
た
と
語
っ
て
お
ら
れ
、
数
字
に
明
る
》

直
披
さ
ん
を
一
男
気
を
出
し
て
誘
っ
て
い
興
さ
ん
し
｜
化
〈
に
．
歩
一
歩
際
爽
》

か
ら
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
年
畷
の
に
歩
み
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
｝

交
際
期
間
の
巾
で
愛
が
芽
惟
え
、
結

推
進
委
員
佐
伯
柾
次

相
談
委
員
侯
藩
松
本
勇

当
幌
奥
田
勝
佳

開
陽
鈴
木
重
歳

武
佐
萱
岡
信
二

武
佐
安
達
勉

俵
橘
佐
々
木
文
作

武
佐
上
井
上
友
一

第
二
俣
落
佐
伯
柾
次

中
標
津
佐
藤
木
美

功績を讃江
根室管内農業賞受賞式仔蜀

iiii尻鰯蝋；し
譲燃蝿1M
委根オＬの根苑に法Ⅱ

貝
会
（
会
長
・
吉
川
昇
｝
が
推
せ
ん

の
あ
っ
た
人
を
選
考
し
、
師
年
、
農

協
法
公
布
記
念
日
に
表
彰
し
て
い
る

も
の
で
、
農
業
関
係
で
は
管
内
で
最

も
権
威
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。今
年
は
当
農
協
の
該
当
者
は
お
り

ま
せ
ん
が
、
受
賞
者
の
氏
名
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
ｃ

瀬
下
健
二
郎
氏
〈
別
海
農
協
）

宮
部
喜
智
弥
氏
（
中
春
別
農
協
）

岡
崎
武
洋
氏
（
計
根
別
膿
協
）

西
田
恵
氏
（
上
春
別
農
協
）

吉
川
康
夫
氏
（
羅
臼
町
農
協
）

矢
部
光
之
氏
負
根
室
腱
協
）

響
順
一
氏
（
標
津
川
農
協
）illliilliilil1l1lLiiLiiiiillili1illillliiliii 

|露…
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とのつき合い方⑪

ミエを捨てよう｡ミエで困づても誰も助けてくれない！１ 

ノ

よででいいにもうた
うも、る、は誰。Ｈ１ミ
゜懸命。イ[リムもミつエ
こいをこんダ助エたを

鰈“繩ｷﾞﾎﾞｫﾀﾞｻﾞ
ｌＶｔ鋼統Ａぞ＃,,ｋ

晦蕊'撚職#
隈|Ｍ１雁＃INilii
、しと’Ifl：で､い’'１てよ‐）

一
、
慮
一
識
の
至
洛
を
す
る
こ
と

一
一
．
牧
人
双
子
で
坐
港
す
る
こ
と

、
／
’
一
一
、
夫
婦
洋
食
詮
）
こ
と

布
函
、
金
や
鞠
を
大
切
に
す
る
一
一
と

賎
異
鐘
震
に
心
掛
け
る
ご
ど

爽
犬
独
玄
曾
尊
の
、
心
の
奪
一
こ
と

貧
一
蕊
餓
撰
窪
電
ご
と

沁
鴬
に
節
駒
す
る
こ
と

状
儲
２
あ
て
に
せ
ぬ
こ
と

深ｐｂ

家
麟
で
「
お
金
と
の
つ
き
谷
い
〃
」

を
話
し
谷
い
、
家
訓
の
よ
う
な
も
の

を
作
っ
て
、
内
助
（
他
人
の
助
け
彩

あ
て
に
し
な
ど
鑑
刀
す
る
以
外
に

〃
法
は
な
い
。

農
漁
業
と
も
、
哨
産
も
、
仙
化
り

も
望
め
な
い
衝
い
ま
、
入
っ
て
く
る

お
金
が
同
じ
と
す
れ
ば
、
出
て
ゆ
く

金
を
倹
約
す
る
こ
と
が
何
よ
り
の
儲

け
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
一
一
１
－

i緯騨麟
剥鰔ii灘1ｌｌｉｉｉｌ：
せ心しＩこい入家うとい上をよ影

f弄目ｈ

雫
宋 園

ま
す
ｃ

す
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し

務
は
次
の
通
り
と
な
り
ま

が
、
貯
金
組
勘
の
窓
口
業

と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た

１
月
５
日
出

１
月
４
日
燭

１
月
１
～
３
日

、
月
訓
日
㈲

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ

午
前
９
時
～
旭
時
ま

~で

時
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
列

全
休

時
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
３

Ｎｉ 
四4

:Iｉ 

つ
い
て

と
わ≦
ず最
かも

侭亨
りと
まこ

しろ
たあ 鍵
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こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
、
間
違
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〈
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募
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定
〉
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官
製
ハ
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に
答
え
一
塁
責
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
を

書
い
て
下
さ
い
。

③
対
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小
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中
標
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南
二
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広
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、
１
十
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一
一
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ま
で
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訓

！ 
小･中学生の応募を
.おｲ寺右してお

1． 

Ｄ志す。
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＊
応
募
下
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っ
た
方
に
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全
員
参
加

賞
を
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し
上
げ
ま
す
。
尚
、
正
解

者
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し
ま

す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い

＊
正
解
者
の
発
表
は
二
月
号
紙
面
で

発
表
い
た
し
ま
す
。

〈
十
月
号
の
当
選
者
〉

卜
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号
の
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解
は
「
｜
｜
づ
」
｛
ｒ
の

図
の
○
印
〕
で
し
た
。
正
解
者
は
一

名
で
し
た
。

正
解
者
に
は
当
り
賞
、
正
解
で
な

か
っ
た
方
に
は
参
加
賞
を
差
し
上
げ

ま
す
の
で
、
農
協
広
報
係
ま
で
申
１

涙■

出
下
さ
い
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正
解
者
は
次
の
方
々
で
す
。
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